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　企画講師：　　　　菊池　道子 先生：埼玉医科大学非常勤講師　　　　　　　　　　　　　　　

出講講師：１日目　武山　雅志 先生：石川県立看護大学教授・ＭＭＰＩ新日本版研究会事務局長　　　
２日目　黒田　浩司 先生：山梨英和大学大学院教授　　　　　　　　　　　　　　　　　
【プログラム】
	日　程
	時　　間
	テ　ー　マ
	講　師（敬称略）

	９月１２日

（土）
	13:00～17:15

（休憩あり）
	ＭＭＰＩ（ミネソタ多面人格目録）
※ケースの提供者を２名募集いたしますので、可能なかたは申込書にご記入ください。後日、提出方法をご連絡いたします。
	武山　雅志

	９月１３日

（日）
	10:00～12:00
	ＳＣＴ（文章完成法）
	黒田　浩司

	
	昼　　食
（各自でお取りください）
	
	

	
	13:15～16:30
（休憩あり）
	
	


※本講座は臨床心理士資格更新のための研修ワークショップとしての要件が満たされた場合、


臨床心理士資格認定協会へ申請する予定です。


期　日　：２００９年９月１２日（土）・１３日（日）


受講対象：臨床心理士・看護師・保健師・心理職・相談員等またはそれらを目指している方、


医療・相談・福祉の各現場で相談・医療に関わっている専門家の方を対象とします。


ただし、本講座は中級コースのため、既にアセスメントの実務経験のある方、または当財団の「パーソナリティ・アセスメント入門講座」を修了しMMPIとSCTを実際に体験済みの方に限定させていただきます。


定　員	：６０名（定員になり次第締め切りますので、ホームページなどでご確認ください）


受講料	：１５,０００円（税込、昼食は各自でお取りください）


主　催	：財団法人　明治安田こころの健康財団　　電話０３－３９８６－７０２１


会　場	：明治安田こころの健康財団　講義室　　　東京都豊島区高田３－１９－１０


交通手段：ＪＲ山手線、西武新宿線、東京メトロ東西線「高田馬場」駅より徒歩７分
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各種心理テストの中では研究・臨床ともに使用頻度が高く有効性が認められており、心理臨床専門家には必須のMMPIとSCTをマスターしていただくコースです。講師の先生方の研究や実際の体験、工夫を盛り込み、他のテストとの関係も視野に入れた実践的な内容で、得難い研修との好評を得ています。既に中級コースを終えた方でも、日頃の疑問や問題を解消し、さらに上を目指すリピーターとして参加されることを歓迎いたします。　　　　　　　　 　　　　　　　（企画講師　菊池 道子）





MMPIでは参加者の方々が実際に臨床現場で使っていて疑問に感じていることにできるだけお応えできるようにしたいと考えています。そのため、事前に疑問点の提出と今回は参加者の中からケース提供者を２名募集します。面接等で関わったりその他の臨床情報がある程度あるケースの提供をお願いします。実りの多い時間になればと期待しています。　　　　　　　　（担　当　　　武山 雅志）





SCTは多くの臨床家が使用しているのに、ロールシャッハや描画に比べると十分に活用されていない印象を受けます。SCTからクライアントをどのように理解するか、他の検査とどのように組み合わせて活用するか、についてヒントが得られるような内容にしたいと考えています。


参加に当たって、自身のSCTと、ほかに３ケースのSCTの施行をお勧めいたします。 臨床現場で検査施行をすることが難しい場合には友人・知人でもよいですので、３人のデータを実際にとってみて、講座の前までに読み比べておくと良いでしょう。　　　　　　　　　　　（担　当　　　黒田 浩司）











心理臨床講座 ８








